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I レーザ・コンプトン散乱ガンマ線源の開発と利用研究 
Developments of Laser Compton Gamma-ray Source and Applications 

 

宮本修治・橋本 智・小泉昭久・坂井信彦 
Miyamoto, S., Hashimoto, S., Koizumi, Y., Sakai, N. 

 
 ニュースバル放射光施設では蓄積電子ビームにレーザ光子を衝突させることにより、光子エネルギ

ー1.7 MeV から 76 MeV の、世界でも有数のレーザ・コンプトン散乱ガンマ線ビーム源を実現してい

る。これは、偏光制御が可能な準単色ガンマ線源で、従来のガンマ線源に無い応用に利用できる。こ

のためガンマ線源性能・特性の精密な測定と、その性能向上研究が重要である。更にこの高原を用い

た利用研究では、(1) 有用同位体生成のための核変換研究、(2) 宇宙での元素合成を解明する宇宙核

物理研究、(3) 円偏光ガンマ線を用いたガンマ線磁気コンプトン散乱研究、(4) ガンマ線により発生

する陽電子を用いた非破壊検査の研究を実施した。 

 

 

Ⅱ 電子蓄積リングの制御・安定化と CSRに関する研究 
Research on Controle and Stabilization of Electron Storage Ring 

 

庄司善彦・宮本修治  

Shoji, Y., Miyamoto, S. 
 

 電子蓄積リングの精密制御のために、蓄積電子ビームの高精度計測とその特性評価を行なっている。

これにより、蓄積電子バンチの短パルス化とそれに伴うテラヘルツ領域のコヒーレント光発生につい

て研究している。具体的には、(1) 蓄積電子ビームの高精度計測技術開発、(2)短バンチ電子ビーム生

成研究、(3) コヒーレント・シンクロトロン光(CSR)発生などである。また、新手法として蓄積リン

グにパルス的に軌道変動を与えるキッカーを設置し、空間的・時間的に変動を与えた電子ビー

ムからの放射光発生の計測も行った。 

 

 

Ⅲ 小型線形加速器等を用いた新光源の研究 
Advanced Light Source using Compact Linear Electron Accelerator 

 

橋本 智・宮本修治 

Hashimoto, S., Miyamoto, S. 



 

 

 小型線形加速器(LEENA)を用いて、THz 領域の遠赤外コヒーレント光から軟 X 線領域の新光源開

発を目的として、加速器の制御、放射源の開発及び電子ビームと放射自身の計測器開発を行っている。

具体的には、電子ビームのパルス幅制御、電子ビームサイズおよびビーム位置の高精度計測。偏向電

磁石、アンジュレータ―、グレーティング等を用いた放射光発生などである。特に、LEENA では金

属グレーティング表面近傍を通過する電子ビームから、発生するスミス・パーセル放射光によるテラ

ヘルツ(THz)光を発生し、その THz 領域スペクトルの計測を行った。またこの THz 光を利用研究に

用いるために、遮蔽壁外へ引き出しすビームラインを設置した。 
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